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問合せ先会　場日　　時名　　称
同センター
緯５９９－６６７０

子ども家庭支援
センター

毎週月曜～土曜日
９：００～１７：００
※祝日を除く

子ども家庭
総合相談

同センター
緯５９９－５４５４
（虐待相談電話）

子どもの虐待
相談

教育相談室
緯５９２－１１６０
子どもこころの
電話相談
緯５９２－２７８２

教育センター内
教育相談室

毎週月曜～金曜日
１０：００～１７：００教育相談

健康課
緯５８１－４１１１

生活・保健
センター随時（電話予約）

健康相談・
食生活相談

消費生活相談室
緯５８１－３５５６

生活・保健
センター

毎週月曜～金曜日
９：３０～１２：００
１３：００～１６：００

消費生活相談

予約及び
電話相談は
男女平等課
緯５８７－８１７７

男女平等推進セ
ンター（多摩平
の森ふれあい館
２階）

毎週火曜・水曜日
火曜日：１８：００～２１：００
水曜日：９：４５～１６：００
※祝日、第５週を除く

女性相談
（電話・面接）
※保育あり（１週間前
までに予約）

福祉政策課
福祉オンブズパ
ーソン担当

市役所２階
福祉オンブズパ
ーソン室

１３日晶・１８日昌・３１日昇
９：１５～１１：３０
２６日昭
１４：１５～１６：３０
※事前予約

福祉オンブズパー
ソン苦情相談

日野市社会福祉
協議会
緯５８４－１２９４

中央福祉
センター

第２・第４金曜日
１３：００～１６：００日野市社協法律相談

問合せ先会　場日　　時名　　称

市民相談担当
市役所代表番号
緯５８５－１１１１

※予約などの受
け付けは電話で
午前８時３０分か
ら（先着順）

※法律相談、登
記相談は祝日な
どにより相談日
を変更していま
す。

※６月６日捷・
７日昇の法律相
談の予約は５月
３０日捷から受け
付け

※相続・遺言等
暮らしの書類作
成相談の予約は
祝日のため５月
２日捷から受け
付け

市役所１階
市民相談窓口

※市政に対する
一般相談は毎週
月曜～金曜日
（祝日を除く）の
午前８時３０分～
午後５時１５分に
受け付け

２日捷・２３日捷
１３：３０～１６：００
１０日昇・１７日昇・
２４日昇・３１日昇
９：３０～１６：００

法律相談
（多重債務含む）
※月曜日から次週分の
予約の受け付け

２１日松
９：３０～１６：００

土曜法律相談
※９日捷から受け付け

６日晶
１３：３０～１６：００

行政相談
※当日受け付け（先着順）

１２日昭
９：３０～１６：００
２６日昭
１３：３０～１６：００

人権身の上相談
（子どもの相談含む）
※相談日前日から予約を

１３日晶
１３：００～１６：００

交通事故相談
※相談日前日から予約を

１１日昌
１３：３０～１６：００

登記相談
※相談日前日から予約を

２５日昌
１０：００～１６：００

税務相談
※相談日前日から予約を

１８日昌
１３：３０～１６：００

不動産相談
※相談日前日から予約を

６日晶・１９日昭
１３：３０～１６：００

相続・遺言等暮ら
しの書類作成相談
※相談日前日から予約を

２０日晶
１３：３０～１６：００

労働相談
※相談日前日から予約を

5月の市民相談
問合せ先会　場日　　時名　　称

市民相談担当多摩平の森
ふれあい館

２０日晶９：３０～１１：３０
※２日捷～１１日昌に予
約を（土曜・日曜日、
祝日を除く）

市長相談

セーフティネット
コールセンター

市役所２階
セーフティネット
コールセンター

随時（原則予約制）ひとり親家庭相談

同センター
緯５８９－１２６２

地域子ども家
庭支援センタ
ー多摩平

毎週月曜～土曜日
９：３０～１６：３０
※祝日を除く子育て相談

※市立保育園１２園でも
相談を行っています。

　詳細はおおくぼ保育
園（緯５８４－３６９０）へ
問い合わせを

同センター
緯５８６－１１７１

地域子ども家
庭支援センタ
ー万願寺

火曜日を除く毎日
９：３０～１６：３０
※祝日を除く

同児童館
緯５８６－１１８４

あさひがおか
児童館毎週月曜～金曜日

１０：００～１６：００
※祝日を除く 同児童館

緯５８５－８２８２
さかえまち
児童館

健康課
緯５８１－４１１１

しんめい
児童館

１０日昇
９：４５～１１：００

乳幼児健康相談
※車での来場はご遠慮を

もぐさだい
児童館

１３日晶
９：４５～１１：００

あさひがおか
児童館

１６日捷
９：４５～１１：００

みなみだいら
児童館

１９日昭
９：４５～１１：００

生活・保健
センター

２７日晶
９：４５～１１：００

■第３次行財政改革大綱の主要数値目標と実施結果
実　施　内　容実施結果主要数値目標

計画を５人上回る１５５人純減達　成職員を１５０人純減
平成２１年度１８.７％、２２年度達成確実達　成人件費構成比率を２０％以下に
平成２１年度９１.４％、２２年度達成困難
２１年度同比率は多摩２６市平均９３.２％より健全未達成市の経常収支比率を８５％以下に

平成２１年度５.５％、２２年度達成確実達　成公債費比率は７％以内を継続
平成２１年度９８.６％、２２年度達成困難
２１年度現年徴収率は多摩２６市中の第３位未達成市税等の現年度徴収率９９.６％を目指す

病院改革プランにより経営健全化を推進中
平成１９年度病床利用率６７.１％から２２年度７８.９％に改善一部達成

平成１９年度から市立病院に地方公営企業
法の全部適用を実施し、抜本的な経営健
全化を推進

市内全校ＬＡＮ敷設。ＩＣＴ活用指導のできる教員
１００％達成。国のＩＣＴプロジェクトの対象校に一部達成「日本一のＩＣＴ教育」を推進

１万人に１人の保健師を配置。１中学校区１０人の健康
づくり推進員確保に努めながら、活動中一部達成

１万人に１人の割合で保健師を、１中学
校区に１０人の健康づくり推進員を配置
し、市民の健康増進に努める

■改革・改善項目の実施結果
▶実施結果（全６０５項目）
　煙実施完了の項目　　　３３７項目（５６％）　 煙未着手の項目　８項目（１％）
　煙一部実施の項目　　　２６０項目（４３％）
▶効果額（総額）　 　　　１４７億１,０００万円
　※効果額（総額）のうち正規職員の削減による節減額は、全て純減額で積算

しています

■引き続き第４次行財政改革大綱として推進
　第３次行財政改革大綱は、平成２２年度で終了しましたが、市を取り巻く状
況は大変厳しいものに変わりありません。市では、平成２３年度以降も引き続
き効果的かつ効率的な行政運営を進めるため、第４次行財政改革大綱・実施
計画（平成２３～２８年度）を策定し、今後も行財政改革を推進していきます。
　なお、第３次行財政改革大綱で目標まで到達していない改革項目について
は、原則第４次行財政改革大綱に引き継ぎ、その実現を目指します。第３次
行革大綱・実施計画の実施結果の詳細は、市内各図書館、市ホームページで
ご覧ください。皆さまからの行革に関するご意見をお待ちしています。
l行政管理チーム（思５８１－２５１６死tokku@city.hino.lg.jp）

東日本大震災に関する市からのお知らせ

■第３次行財政改革大綱の主な改革項目
実　施　内　容改革項目

７校を民間委託化し、職員３１人削減。効果額は２億７,５２８万円。給
食調理設備を充実小学校給食調理業務の民間委託

平成１９年度に民間委託化し、職員２０人削減。効果額１億７,７６０万円クリーンセンター焼却業務の民間委託
市民サービス向上と経費の節減を図るため、平成１８年度開始。２２年
度１３３施設で導入済

スポーツ施設などの公共施設に指定管
理者制度導入

平成２０年度末に全面移管。効果額は４億１,７３６万円水道事業を東京都に移管
平成２２年度ラスパイレス指数（国家公務員の給与水準を１００とした指
数）１００.２。多摩２６市では低い方から４番目

人事院勧告などに沿った適正な給与改
定

係長職手当を平成２０年度に全廃。効果額１億３,６０４万円
扶養手当、住居手当、通勤手当等を見直し。効果額１億６,０９４万円係長職手当の廃止・各種手当の見直し

平成１７年度比３０％削減の目標を達成し、その後も大幅削減職員互助会運営費市交付金の見直し
ホームページ、広報紙などに有料広告掲載。広告入り封筒を導入。
効果額３,１５５万円（６カ年計）有料広告を掲載

敬老金の見直しや健康管理手当の廃止により、その経費で高齢者健
康施策を充実敬老金、健康管理手当の見直し

平成１６年度末基金残高：８０億円　⇒　２２年度：９８億円
厳しい財政状況の中、１８億円積み増し

災害や施設整備に備え、基金（貯金）
を積立

平成１６年度：８２８億円　⇒　２２年度：７８６億円
償還が進み４２億円削減

健全財政を目指し、市債（借金）を削
減

平成１６年度末債務残高：１４４億円　⇒　２２年度：１０４億円
経営健全化を進めた結果、４０億円削減

土地開発公社の経営健全化を目指し、
債務を削減

■第３次行財政改革を通じて向上した主な市民サービス
実　施　内　容市民サービス

平成１９年度移転。跡地は七生福祉センターとして活用七生支所の高幡不動駅ビル移転
高幡不動駅、百草園駅、南平駅、豊田駅など市内各駅のバリアフリ
ー化推進市内鉄道駅のバリアフリー化推進

平成２０年度平山城址公園駅前に、複合施設（図書館、交流センター、
子育て支援施設）としてオープン平山季重ふれあい館開設

平成２１年度栄町２丁目に、複合施設（児童館、地区センター、消防
団詰所）としてオープン栄町こうゆう館開設

地域の交流拠点として学校跡地を活用して開設平山台健康・市民支援センター、百草
台コミュニティセンター開設

平成１８年度開始、２２年度から防災情報も配信。２２年度１７,９０６人登録不審者情報・防災情報メールの配信
認可保育園受け入れ人数を３２０人増保育園待機児童の解消
施設を拡充し、希望者全員入所を堅持。平成１６年度１,２４０人から２２
年度１,５４９人に学童クラブの希望者全員入所

平成１９年度全小学校で開始。２２年度登録児童数８,８６１人（登録率
９４.０％）放課後子どもプラン「ひのっち」開始

平成１６年度３２６床から２２年度４２３床に９７床増加特養老人ホームベッド数の拡充
平山小、一中建て替え実施小・中学校校舎などの整備
平成２２年度全小・中学校の校舎と屋内運動場の耐震化完了小・中学校校舎などの耐震化推進
夜間開館平日１９：００まで延長、祝日開館実施（市政図書室除く）市内図書館の夜間・祝日開館

　第３次行財政改革大綱は、『縮減するだけの行革ではなく』、市民サービスの向上を目指した取り組みを基本方針とし、８つの主要数値目標と６０５の改革
・改善項目を掲げ、市民のための市政、効率的な行政運営を目指し、集中改革プランと整合を図りながら推進してきました。その計画期間（平成１７～２２
年度）が終了しましたので、その成果を公表します。 l行政管理チーム
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■市に寄せられた義援金は２９，１６６，９８２円（４月２２日現在）～４月２５日に市長
から日本赤十字社へ義援金目録を手渡しました

　市では、３月１４日から義援金を受け付け、４月２５日、
これまでに寄せられた義援金のうち２８００万円を、市民
を代表し市長から日本赤十字社へ渡しました。義援金
は６月１７日（金）まで市役所４階総務課などで受け付
けしています。引き続き、皆さまのご協力お願いしま
す。l総務課
■コニカミノルタホールディングス㈱が市に被災者などに向け社宅を提供
　コニカミノルタホールディングス㈱から市へ社宅（２９戸）を無償提供する
申し出がありました。市では会社の意向に沿って、市の相談窓口に住宅相談
をされている方、すでに「かしの木荘」に避難されている方などを対象に、
５月上旬に入居できるよう準備を進めています。
l東日本大震災避難者相談窓口（防災安全課内）
■４月１７日に市クリーンセンター職員４人を仙台市へ
派遣
　現地では浸水被害のあった家財道具など災害廃棄物
の運搬作業を４月２２日まで行いました。l職員課
■東京ヴェルディホームゲーム開催～復興支援フラッグ付きチケットで被災
地に寄付を
a５月４日祝午後３時からb味の素スタジアム（調布市）jフラッグ１本に
付き１００円を義援金として寄付。市内在住・在学者割引あり。市役所３階文化
スポーツ課などで配布する割引チラシを持参l文化スポーツ課

▲市長（写真左）が義援金
目録を手渡し


